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台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
と
そ
の
存
在
意
義

徐
　
　
　
興
　
慶

台
湾
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
歴
史
は
す
で
に
五
〇
年
を
は
る
か
に
越
え
て
、
特
に
一
九
七
二
年
九
月
の
台

日
国
交
断
絶
以
後
、
双
方
間
で
実
質
的
関
係
を
積
極
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
日
本
語
教
育
は
着
実

に
進
展
し
、
現
在
で
は
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
る
に
至
っ
て
い
る
︵
一
︶
。
な
お
、
台
湾
全
国
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
間
に
七
つ
の
大
学
に
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
様
々
な
研
究
分
野

に
お
い
て
、
そ
の
運
営
を
促
し
て
い
る
︵
二
︶
。

二
〇
一
〇
年
一
二
月
、﹁
有
識
者
﹂
ら
に
よ
る
有
志
が
企
画
し
、
世
界
各
国
の
日
本
研
究
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
、
ま
た
、
台
湾
大
学
及
び
台
湾
国
内
に
お
け
る
日
本
研
究
の
発
展
に
向
け
て
、﹁
台
日
相
互
理
解
の
思

索
と
実
践
に
向
け
て
﹂
と
題
す
る
学
際
的
横
断
的
な
日
本
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
海
外
か
ら
の
一
五

名
の
報
告
者
は
、
二
一
世
紀
の
台
湾
の
日
本
研
究
の
方
向
性
に
対
し
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
香
港

な
ど
、
諸
国
の
日
本
研
究
課
題
、
現
状
、
問
題
点
を
提
示
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
解
決
で
き
る
方
法
と
し
て
﹁
対

話
﹂﹁
理
解
﹂﹁
比
較
﹂
及
び
﹁
主
体
性
﹂
な
ど
、
示
唆
に
富
ん
だ
研
究
方
向
の
導
入
を
提
言
し
た
。
特
に
、
元

文
化
庁
長
官
青
木
保
教
授
に
よ
る
講
演
﹁
異
文
化
の
視
点
：
国
際
日
本
研
究
の
可
能
性
﹂
で
は
、
地
域
研
究

︵area study

︶
の
重
要
性
や
米
国
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
日
本
研
究
の
現
況
が
紹
介
さ
れ
、
台
湾
大
学
は
す
で
に

日
本
研
究
の
基
礎
的
条
件
を
具
備
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究

の
未
来
像
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︵
三
︶
。
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台
湾
大
学
は
台
北
帝
国
大
学
時
代
に
遺
さ
れ
た
膨
大
な
文
化
的
遺
産
や
多
く
の
貴
重
な
日
本
研
究
文
献
を
受

け
継
い
で
お
り
、
日
本
研
究
の
伝
統
的
歴
史
や
豊
富
な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
八
月
、
台
湾

大
学
に
日
本
語
学
科
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
府
が
日
本
研
究
に
力
点
を
置
き
始
め
た
と
い
う
指
標
で
も
あ

り
、
二
〇
一
四
年
は
創
設
二
〇
年
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
大
学
内
外
の

﹁
有
識
者
﹂
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
継
続
的
に
数
多
く
の
日
本
語
及
び
日
本
研
究
に
か
か
わ
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
、
台
日
間
の
実
質
的
交
流
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
中
堅
の
勢
力
に
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
、
グ
ロ
ー
カ
ル
化
へ
と
急
速
に
移
り
変
わ
る
今
日
、
こ
れ
ま
で
特
に
日

本
語
を
専
門
と
す
る
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
た
め
、
そ
の
目
標
は
十
分
に
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
も
の

の
、
日
本
研
究
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
は
多
く
の
困
難
な
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
﹁
日

本
研
究
﹂
は
、
政
府
︵
行
政
院
国
家
科
学
委
員
会
︶
か
ら
学
問
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
将
来
を
見

据
え
た
と
き
、
台
湾
が
国
際
社
会
に
お
い
て
日
増
し
に
重
要
視
さ
れ
る
横
断
領
域
的
研
究
と
い
う
時
代
の
趨
勢

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
先
駆
者
ら
が
そ
の
基
礎
を
確
立
し
た
国
内
に
お
け
る
充
実
し
た
日
本
語
教
育
の
成
果

に
立
脚
し
つ
つ
、
国
内
の
日
本
研
究
の
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　

台
湾
大
学
で
は
﹁
日
本
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂︵
一
九
九
二
～
二
〇
〇
〇
︶
及
び
人
文
社
会
高
等
研
究
院
﹁
日

本
・
韓
国
研
究
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂︵
二
〇
一
一
～
現
在
︵
四
︶
︶
の
研
究
活
動
で
、
す
で
に
日
本
研
究
発
展

の
た
め
の
基
礎
を
築
い
て
い
る
。
今
日
私
た
ち
は
、
さ
ら
に
将
来
を
見
据
え
た
展
望
と
大
局
的
な
幅
広
い
思
考

を
持
ち
つ
つ
、
人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
対
話
を
積
極
的
に
推
進
し
、
横
断
領
域
的
か
つ
国
を
越
え
た
思
考
の

も
と
に
、
日
台
教
育
、
文
化
交
流
、
研
究
的
価
値
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
重
要
な
使
命

を
担
う
た
め
に
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
台
湾
大
学
に
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
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こ
れ
か
ら
の
二
〇
年
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
二
〇
年
は
、
今
日
の
﹁
対
話
﹂﹁
理
解
﹂﹁
比
較
﹂
及
び
﹁
主
体

性
﹂
の
あ
り
方
を
生
か
し
て
、
人
材
の
育
成
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
熟
練
し
た
日
本
研
究
の
活
性
化

を
向
上
さ
せ
、
人
的
な
交
流
か
つ
学
術
的
、
実
用
的
な
研
究
成
果
を
為
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
台
湾
に
と
っ
て
、
日
本
と
い
う
国
を
﹁
近
く
て
遠
い
他
者
﹂
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、

自
他
を
認
識
し
な
が
ら
、
日
本
の
よ
さ
を
学
び
研
究
し
、
日
本
研
究
に
精
通
す
る
台
湾
の
若
手
人
材
の
育
成
や

海
外
の
研
究
機
構
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
て
、
日
台
関
係
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
社
会
と
の
相
互
関

係
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
国
を
越
え
た
研
究
の
連
携
を
図
り
、
計
画
的
に
国
際
共
同
研
究
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
る
。

 

︵
台
湾
大
学
教
授
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
︶

︵
一
︶ 

二
〇
一
四
年
三
月
現
在
、
日
本
語
学
科
、
応
用
日
本
語
学
科
が
設
置
さ
れ
た
大
学
は
四
七
校
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

︵
二
︶ 

設
置
順
に
よ
れ
ば
、
政
治
大
学
︵
二
〇
〇
九
年
九
月
︶、
中
興
大
学
︵
二
〇
一
〇
年
六
月
︶、
中
山
大
学

︵
二
〇
一
〇
年
六
月
︶、
淡
江
大
学
︵
二
〇
一
一
年
四
月
︶、
東
海
大
学
︵
二
〇
一
一
年
六
月
︶、
輔
仁
大
学

︵
二
〇
一
二
年
六
月
︶、
台
中
科
学
技
術
大
学
︵
二
〇
一
二
年
一
一
月
︶
及
び
中
央
研
究
院
﹁
ア
ジ
ア
太
平
洋
研

究
セ
ン
タ
ー
﹂
日
本
研
究
組
︵
二
〇
一
〇
年
一
月
︶
な
ど
が
あ
る
。

︵
三
︶ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
徐
興
慶
・
太
田
登
編
﹃
国
際
日
本
学
研
究
の
基
層
︱
台
日
相
互
理
解
の
思
索
と
実
践

に
向
け
て
︱
﹄
日
本
学
研
究
叢
書
一
︵
台
北
、
台
大
出
版
中
心
、
二
〇
一
三
年
︶
を
参
照
。

︵
四
︶ 

筆
者
が
二
年
に
わ
た
り
運
営
し
た
﹁
日
本
・
韓
国
研
究
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
で
は
、
東
ア
ジ
ア
、
欧
米

各
国
か
ら
七
二
名
の
日
本
研
究
者
を
招
聘
し
、
数
多
く
の
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
て
き

た
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
日
本
研
究
に
か
か
わ
る
と
見
込
ま
れ
る
博
士
課
程
、
修
士
課
程
院
生
向
け
の
大
学

院
生
研
修
を
五
回
実
施
し
て
い
る
。
一
連
の
日
本
研
究
の
活
動
を
通
じ
、
計
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
台
湾
大
学
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の
教
員
、
学
生
、
国
内
外
の
数
多
く
の
学
術
機
関
、
研
究
者
ら
の
熱
心
な
参
加
を
得
た
。
こ
の
こ
と
は
台
湾
大

学
に
お
け
る
日
本
研
究
の
第
一
歩
が
着
実
に
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
人
文
社
会
科
学
の
役
割
と
ア
ジ
ア
研
究
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

プ
ラ
セ
ン
ジ
ッ
ト
・
ド
ゥ
ア
ラ

ま
ず
、
私
の
個
人
的
な
事
柄
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
一
九
九
五
年
にR

escuing H
istory from

 

the N
ation

と
い
う
本
を
執
筆
し
た
。
そ
の
後
、
十
年
も
経
た
な
い
内
に
、
歴
史
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
を

分
離
さ
せ
る
必
要
性
は
、
西
洋
の
学
者
に
か
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

二
〇
世
紀
前
半
と
比
べ
る
と
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
は
国
民
的
歴
史
の
記
述
に
ほ
と
ん
ど
依
存
し
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
明
ら
か
に
、
西
洋
の
経
済
発
展
国
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
発
展
途
上
国
と

違
っ
た
時
期
を
占
め
て
い
た
わ
け
だ
が
、
概
ね
今
日
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
構
築
と
発
展
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
民
営
化
、
財
源
拡
張
な
ど
の
新
自
由
主
義
的

事
業
に
参
入
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
人
文
社
会
科
学
研
究
︵
Ｈ
Ｓ
Ｓ
︶
の
状
況
と
役
割
の
広
範
な
変
化
は
、
皮
肉

に
も
近
代
的
、
フ
ン
ボ
ル
ト
流
の
教
育
の
発
生
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
的
な
思

想
は
、
教
育
と
研
究
の
統
一
、
研
究
と
教
育
の
自
由
の
制
度
化
、
そ
し
て
人
文
的
な
個
人
の
価
値
の
促
進
を
追


